
令和５年度東京都北区立柳田小学校経営計画 

  東京都北区立柳田小学校長 大田 裕子 

１ 目指す学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 中期的目標と方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中期的目標 １かけがえのない命を大切にし将来への夢や希望を育む志の育成 

方策１⇒個に応じたきめ細やかな指導の実践 
     ・「きたコン」の効果的な活用の促進・・・家庭学習、朝学習の導入 
     ・普段の授業における活用場面の促進・・・ICT支援員との連携 
     ・家庭への周知と協力依頼・・・情報モラル教育を含めた啓発と保護者の介入依頼 
 
方策２⇒校内研究の活用と授業実践への関連付け 
      ・研究授業の振り返りと日々の授業実践へのつながり 
      ・課題解決型の授業実践 「深い学び」を追求した授業への展開 
 
 
 
 

目指す学校 
① 子供が満足する学校 

② 保護者が安心する学校 

③ 地域が誇りにする学校 

新型コロナウイルス感染症拡大防止を踏まえ、子供たちの健やかな成長とともに、学校と保護者、地域の

つながりが地域の向上に寄与する価値を生み出し、社会の結束力を高め、地域全体が安定した豊かさを実

現してく学校経営を目指す。 

 

『令和の日本型学校教育』の

構築に向けて 

 
『個別最適な学び』 
・主体的・対話的で深い学びの実
現 
・指導の個別化 ・学習の個性化 
『協働的な学び』 
・探究的な学習や体験活動の導入 
・一人一人のよい点や可能性を生
かす 
 
 

 

 ・学習指導要領の着実な実施 

・ＩＣＴの活用 

 

【北区教育ビジョン 2020】 
『まなび』個の成長 
 自ら学び・考え・行動する力の
育成 
『ささえ』協働と貢献 
 地域を支え社会に貢献する人
づくり 
『つなぐ』継承と循環 
 世代を超えてつながる学びの
創造 
【北区ＧＩＧＡスクール構想】 
・一人一台端末の効果的な活用 
・一人一台端末の効率的な活用 
(学びの保障・家庭との連携) 

 

 

 

 

 

 

方策１⇒人権意識を高め命を大切にする教育の推進 
     ・「学校いじめ防止基本方針」に基づくいじめ・不登校０の取り組み 
     ・ＳＣやＳＳＷと連携した児童理解の充実と家庭との連携 
     ・ＱＵ、いじめに関するアンケート等の分析、情報共有、対応法の検討 
     ・生活指導部を中心に、学校生活全般の見直し改善への検討会開催 
 
方策２⇒規範意識や思いやりの心の育成 
     ・生活習慣・学習習慣目標設定と点検 
     ・学校のきまりの見直しと児童が主体的に考えることができる項目への移行 
     ・道徳授業を核とした思いやりの心を育む授業実践の構築 
     ・第６学年児童による「あいさつ隊」の習慣化 
     ・異学年交流活動の充実 
 
方策３⇒グローバル社会で将来の生き方を考える教育の推進 
     ・外部講師を招聘した出前授業の実施 
     ・地域人材を活用した授業から学ぶ地域の良さ、地域社会との連携の必要性 

中期的目標 ２「知識基盤社会」における自律に向けて必要となる学力の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今年度の取組目標と方策 

 かけがえのない命を大切にし将来への夢や希望を育む志の育成 

 ・すべての学級でいじめ・不登校０を目指す授業づくりを年間を通して実施する 

・ＱＵを効果的に活用し児童理解に努め学級経営に活用する 

 

「知識基盤社会」における自律に向けて必要となる学力の育成 

・各種学力調査結果を分析し「個人カルテ」による個別支援の実施 

・基礎的基本的な学力の定着を目指した家庭学習の推進と「きたコン」を活用した学習の推進 

 

健やかな心身の発達を育成する教育の推進 

・「体力向上推進計画」を元に児童の発達段階や課題に応じた実践の推進 

・養護教諭、栄養士、地域人材と連携した健康教育の推進 

 

教員の授業力の向上 

・個々の教員のキャリアや課題に対応した研修受講の勧告や研修会への参加 

・主幹教諭等の授業参観の実践 

 ・学び合う職員室の風土づくり 

(２) その他 

   １）個々の教職員のワークライフバランスを考慮し、「働き甲斐のある職場」を目指す。 

２）勤務管理や服務管理を円滑に行い、服務事故未然防止に努めるとともに、管理職と教職員とが良好 

なコミュニケーションを図ることができるように努める。 

方策１⇒体力向上と健康づくりの推進 

・計画的、系統的な体育朝会、運動集会の実践 

・体を動かすことの心地よさ、楽しさを実感てきる内容の精選 

     ・特別支援教育の視点を踏まえた教師力、児童理解力の向上 

     ・多様性を認め合える教育活動の推進 

 

方策２⇒学校給食等を活用した食育の充実 
     ・食を通して育成する命の尊さや環境問題への興味関心の向上(フードロス ＳＤＧｓ) 

     ・学級園等での農作物観察をはじめとする体験活動の充実 

 

中期的目標 ３ 健やかな心身の発達を育成する教育の推進 

方策１⇒・管理職による定期的な授業観察 
・通常の校内巡回以外に２か月に１回は学習指導案に沿った授業観察 

・教員のキャリア、職層に応じた指導・助言の実施 

 

方策２⇒学年・学級を超えた授業観察の実施 
     ・１時間のねらいの設定、板書計画、児童の発問、評価等について意見交換 

 

方策３⇒ＯＪＴの計画的な実施 
     ・ミニ研修会の充実と日々の実践への活用 

     ・個々の教員の課題や資質向上に対応した研修内容の精選 

 

 

中期的目標 ４ 教員の授業力の向上 


